
 第１６７回理事会議事録 

 

日   時  令和 6年 10月 22日（火）13:00～14:25 

場   所  当法人会議室（議長：倉重 一男 会長、司会進行：藤 甲子郎 副会長） 

理 事 数  １５人（出席理事数１５人） 

監 事 数   ２人（出席監事数 ２人） 

 出 席 者  倉重 一男、渡辺 敏也、藤 甲子郎、末吉 桓寧、野形 修一、吉次 正利、森重 利之 

川原 淳、武井 靖行、山川 博文、江里口 寛、立川 雄一、待鳥 俊郎、西村 象吾、 

金子 誠   各理事               荒津 惠次、永石 昇将 両監事                   

事務局）富崎 正樹、杉村 亮 

 

 

Ⅰ．審議事項 

  

  ＊審議事項はなかった。 

  

 

 

 

 

 

Ⅱ．報告事項 

 

 １．第２四半期会計監査報告（荒津） 

   １０月８日（火）に令和６年７月から９月までの会計監査を実施した結果、適正に処理さ 

   れており問題および指摘等はなかった。 

 

 ２．第３０回都市ビル環境の日実施報告（吉次） 

   開催日時 令和６年１０月４日（金） 

   内  容 (1)クリーンアップ福岡…４７７名参加 

〔内、特別支援学校１校２０名、一般企業１１社６６名〕 

                (2)シンポジウム…２７８名 

         〔内、正会員４７社２０６名、賛助会員８社１８名、一般の方５４名〕 

                (3)子ども絵画コンクール…応募作品：３２校１７０点 

 

 ３．福岡市教育委員会との高所作業勉強会について（江里口） 

   １０月１０日（木）、福岡市庁舎において打越市議、福岡市の施設課長および施設係長、 

   九州ガラス外装クリーニング協会の樋口顧問、三笘会長が出席し、高所作業勉強会を実施 

   した。ガラス外装クリーニング協会内で発生した事故報告の事例をもとに事故の内容や原 

   因などについて説明があった。また、厚労省から発出された規格不適合の墜落制止用器具 

   についての注意喚起についても説明があった。 

 

４．(全協)電子通知による文書について（富崎） 

  最近時、全国協会から電子通知された文書の中で、重要な文書を資料として添付している 

  ので、再確認しておいて頂きたい。第５５回実態調査は回答率が低調の為、１１月１５日 

  （金）まで回答期限が延長になった。福岡県協会会員の回答状況は１５１社の内、４４社 

  が回答しており回答率２９．１％である。理事の方の会社でも回答されていないところが 

  あるので、是非回答をお願い致したい。 



５．今後の会議スケジュールについて（倉重） 

  現時点での福岡県協会の予定はスケジュールどおりであり、１１月の理事会は２７日（水） 

  １３時３０分から県協会会議室で開催とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．協議事項 

 

 １．建築保全業務諸経費実態調査の試行調査について（倉重） 

   （一財）建築保全センターから建築保全業務諸経費実態調査の協力依頼が届いた。この 

   調査は国土交通省からの委託によるもので、建築保全業務積算基準の諸経費算定の検討 

   に資する目的で実施するものであり、各都道府県のビルメンテナンス協会から２社程度 

   協力企業を選定していただきたいとの事である。当協会からは、この調査の内容を良く 

   理解されている㈱朝日ビルメンテナンスと総合システム管理㈱の２社に協力をお願いす 

   ることとした。 

 

 

 

 

 

次回理事会は、１１月２７日（水）１３時３０分から当法人会議室にて開催予定。 

 

 

 以上で第１６７回理事会を終了したので、上記の議事の内容を明確にするため、本議事録を作

成し、会長及び監事は以下に記名捺印をする。 

 

 

 

令和６年１０月２２日 

 

公益社団法人 福岡県ビルメンテナンス協会 

 

 

 

                     会 長  倉 重  一 男 

 

 

 

                     監 事  荒 津  惠 次 

 

  

 

                     監 事  永 石  昇 将 


